
AIロードマップ：本格導入に向けたジャーニー

チェックポイント3
スペシャリストの連携を最適化す
るために、運用モデルの見直しが
必要か？

チェックポイント6B
導入したAI機能をすぐに再利用して、
優先度の高い他のユースケースでも
その価値を発揮しているか？
再利用による価値を創出できていな
い場合、AI機能の利用範囲を拡大する
ためにどのような調整が必要か？

Delivery
Sprint 1 - N

DELIVER EPICS 
& USER STORIES

Iterate epics and user stories in 
detail and begin development to 

create the Product.

顧客ニーズを理解する。
ユースケースとビジネス
メリットを確立する。 データ戦略を策定する。

理想とする結果を実現するために
適切なデータを収集・分析し、AI戦略
を強化するための方法を決定する。

新たなジャー
ニーに向けて、
上級ステーク
ホルダーの積
極的な関与を
引き出す。 インパクトを分析する。

戦略とユースケースを再
確認し、スコープと
タイムラインを設定する。

データファクトリー
を作成する。

ユースケースと機能、
アジャイル開発およびリ
リーススケジュールについ
て、設計責任者のレビュー
と承認を受けていることを
確認する。

製品ロードマップ
を更新し、新たな
機能を追加する。

プロジェクトに参加すべき
サポート部門（リスク、法務、
関連システム等）を特定
できているか？

Devops環境と
パイプラインを
構築する。

高レベルのソリューションアーキテクトによ
る承認済みのビジネス戦略に沿った
ジャーニーのレビューを実施する。
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チェックポイント2
現在使用しているデータで、ユースケースと
して期待する成果を実現できるか？ 
成果を実現するために必要な調整は何か？ 
将来的なユースケースの追加や変更を
サポートするための機能拡張について
考慮しているか？

チェックポイント4
本格稼働の前に、より多くのベンダーや
パートナーに参画を促す機会を設定しているか？
継続的な改善を行うための体制と適切な
フィードバックループを構築しているか？

設計および技術的スパイクを
含めて、新たな機能の設計と
実装にリソースを集中する。

エピックと
ユーザー
ストーリーの
プロダクトバッ
クログを作成
する。

スプリント計画を再作成する。
ユーザーストーリー、ビジュアル
デザイン、ワイヤーフレームの
見直しと再作成を行う。
スクラムセレモニーを整理する。

関連するすべてを
サポートする。

企業と顧客を教育する。
企業および顧客が新しいスキル
を生かして協働するために
準備する。

サポート部門（リスク、法務、
セキュリティ等）の承認を
受ける。

Sprint 0
2～3週間

計画と策定 
エピックとユーザーストーリー
リリース、関連機能、エピックに
おける高レベルな設計を迅速な

イテレーション（反復）

チェックポイント1
データ戦略およびAI戦略を
定義しているか？
実現したい価値について
理解しているか？

開始地点

定義と分析 
非機能要件（NFR）

アーキテクト、設計作業
グループにソリューション
デザインの承認を受ける。

本格稼働を
開始する。

再利用可能な機能で
ユースケースの追加・
変更をサポートし、価
値を増幅する。

継続的な
エンジニアリング

6B

1

3 4

チェックポイント5
リスクフレームワークを更新して、不正な結果
に対するコンティンジェンシープランを
組み込んでいるか？
AIシステムによる意思決定の説明責任者を
明確にしているか？ 

チェックポイント6A
期待通りまたは予想通りの価値を
実現できているか？
成果をどのように測定・評価しているか？
成果を最大化するために最適化が
必要な要素はあるか？
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スプリント以外の
アクティビティ

デリバリー
Sprint 1 - N

エピックとユーザーストーリーの
デリバリー
エピックと詳細な

ユーザーストーリーを反復しながら
開発を進めてプロダクトを

作成する。

価値＋戦略

ガバナンス

価値の実現

人材＋ケイパビリティ
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